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レボ工法の開発の経緯1

　近年、下水道管きょ埋設工事においては、幹線工事
が一段落し、面整備が急速に進んでいます。このよう
な状況下、市街地とくに旧市街地においては、道路幅
員が狭く大型車による回送ができない、架空線が低い、
十分な作業ヤードが確保できない、作業中の歩道の確
保、夜間の道路解放、施工箇所の小規模化、施工後
の仮復旧等、ますます厳しい施工条件が要求されてい
るのが現状です。
　上記の様な現状を解決するべ
く、レボ工法は、平成6年10月に
「開削工事を推進工事で」をテー
マに、円形ケーシングチューブを
揺動圧入することにより、推進工
法用の立坑を築造する工法として
開発されました。そして、その年
の11月に開発会社である㈱蓬莱
組を中心にてレボ協会を設立して
おります。
　レボ立坑機（図−1、表−1）
にて施工が可能な鋼製ケーシング
は呼び径1500、1800、2000の3
種類で、アタッチメントの取付け、
取り外しにより施工できるようになっ

ています。
　工法の特徴として、本体重量が3.4t、機械幅が2.3m
とコンパクトで、4t車による運搬が可能となります。そ
のため、道路幅員が2.4m以上あれば、呼び径1500、
1800、2000の3種類の鋼製ケーシング立坑の施工が可
能です。レボ立坑機は、現場の作業員が作業するに
当たり、特殊な免許（大型免許、クレーン運転士免許）
を必要とする『マシン』ではなく、技能講習修了者によ
り作業することができる『道具』を目指して開発しました。
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図−1　レボ立坑機　仕様図
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レボ工法の発展と現状2

2.1　レボ工法の現状
　当時、機械を用いてのケーシング立坑築造は斬新的
で、世間での認知度も低かったため、現場での施工見
学参加のお願いのチラシを市町村・施工業者に配布す
る等の活動を行っていました。
　また、（公社）日本下水道協会主催の下水道展’96大阪

（平成8年7月）に初出展しました。以降、毎年出展

を続けて工法の普及活動に努めております。
　ソフト面によるサポートとして、平成12年5月より「レボ
協会」ホームページを開設致しました。ホームページより
工法の種類・概要・実績等閲覧が可能になっております。
　技術・積算資料、機械CADデータ等ダウンロードも
可能となっておりますので、ぜひご利用下さい。身近で
使い易く、より信頼性の高い工法を目指して参りたいと考
えております。
2.2　適用範囲の拡大
①レボⅡ立坑機（図−2、表−2）

　 レ ボ 立 坑 機 は 施 工 幅 員
2.4m 以 上 あ れ ば 施 工 可 能
で 4t 車 にて 搬 入 可 能 でした
が、 全 国 の 市 街 地 には 道 路 
幅員2m以下の2t車しか進入でき
ない箇所が多数ありました。
　それらのニーズに応えるため、
平成9年に施工可能立坑径をφ
1500専用とすることで、2t車によ
る運搬、吊上げ荷重2tクレーンに
よる機械設置を可能としたレボⅡ
立坑機を開発致しました。これに
より道路幅員が、2.0mあれば施
工は可能となり、道路占有面積を
より小さくでき、かつレッカー車お
よび大型回送車が不要となったた
め、より低コストで施工が可能とな
りました。

表−1　レボ立坑機の仕様

図−2　レボⅡ立坑機　仕様図

表−2　レボⅡ立坑機の仕様


